
 
 

 
姫路競馬場の船場川洪水調節池への流入が整備後初めて確認されました。 

 
～令和6年11月2日出水～ 

 

１ 趣 旨 

  船場川流域では、平成16年10月の台風第23号により、床上浸水12戸、床下浸水167戸の

浸水被害が発生したことをうけ、今後の被害軽減のため、平成30年に船場川洪水調節施

設を整備し、分水施設より地下導水路を経由して姫路競馬場の調節池へ導水することと

しました。 

令和6年11月2日の大雨による増水で、分水施設にて越流し、調節池への流入を整備後

初めて確認され洪水調節施設としての機能が発揮されました。 

船場川洪水調節施設は、船場川の水位を約80cm低下させることが可能な施設で、平成

16年10月の台風23号と同規模の洪水に対して、姫路城周辺市街地の浸水を解消すること

が期待できます。 
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11 月 2 日における 
船場川洪水調節の越流概要 

 
越流時間    1 時間 1 分 

13：08～14：09  
洪水貯留量   440m３ 
最大水深     0.55ｍ 
水位低下効果 1cm（分水施設箇所） 

船場川 


